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CLOSE UP

OMICHI ACADEMY

第13回 国際リハビリテーション医学会世界会議
第９回 日本ボバース研究会学術大会
第19回 大阪介護老人保健施設協会懇話会
OMICHI SCRAMBLE

入職医師・歯科医師のご紹介
脳卒中教室を月に2回開催しています
第5回脳性麻痺治療セミナーを開催しました
INFORMATION

森之宮病院で下肢静脈瘤治療が始まりました
ボバース記念病院のホスピタルアートが完成しました

森之宮病院に「地域包括ケア病棟」を開設
医療と介護、病院と在宅、地域との架け橋になります

https://www.omichikai.or.jp



CLOSE UP

　
7
月
か
ら
森
之
宮
病
院
3
階
に
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
は
、急
性
期
治
療

を
終
了
後
、す
ぐ
に
在
宅
や
施
設
に
移
行
す

る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
、

在
宅
復
帰
に
向
け
た
医
療
管
理
や
診
療
、看

護
、リ
ハ
ビ
リ
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
等
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
病
棟
で
す
。
ま
た
、

在
宅
療
養
中
の
患
者
さ
ん
に
入
院
が
必
要
と

な
っ
た
際
、在
宅
医
か
ら
依
頼
を
受
け
て
支

援
す
る
病
棟
で
す
。

　
当
院
で
は
昨
年
8
月
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て

よ
り
良
い
病
棟
に
な
る
よ
う
、医
師
・
看
護

師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
・
Ｍ
Ｓ
Ｗ

等
、多
職
種
で
話
し
合
い
、開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
末
に
は
、

登
録
医
や
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護

保
険
関
連
施
設
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
、

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
入
院
す
る
時
は
看

護
師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
M
S
W
が
入
院
前（
在

宅
・
急
性
期
）の
生
活
状
況
を
確
認
し
、病
棟

生
活
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
、退
院
支
援
へ
の
計
画

へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
病
棟
で
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
午
前
に
は
セ
ラ
ピ
ス

医療と介護、病院と在宅、地域との架け橋になります

森之宮病院に「地域包括ケア病棟」を開設

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
は

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
生
活

3階トイレ：広いトイレで動作練習

内覧会：地域の先生方に病棟とリハビリテー
ション室を案内

内
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
1

月
か
ら
い
っ
た
ん
、一
般
病
棟
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
、運
用
を
徐
々
に
開
始
し
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
ご
利

用
頂
き
、患
者
さ
ん
が
元
気
で
ご
自
宅
に
戻

り
、地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、院
内

は
も
ち
ろ
ん
法
人
内
、ま
た
地
域
の
他
の
医

療
・
介
護
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、患

者
さ
ん
の
在
宅
復
帰
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
部
地
域
医
療
連
携
室
副

部
長
　
杉
浦
美
保
）
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チ
ー
ム
医
療
で
の
切
れ
目
な
い

医
療・介
護
の
提
供

地
域
に
つ
な
ぐ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

3階病棟ベランダ：季節の花や野菜の手入れ

退院前訪問指導：安全に行える導線や
動作の確認

3階リハビリ室：退院に向けた
個別リハビリテーション

ト
に
よ
る
集
団
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、午

後
か
ら
は
介
護
福
祉
士
に
よ
る
集
団
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、日
常
生
活
に
リ
ズ
ム

を
つ
け
、退
院
に
向
け
て
介
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、入
浴
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な

い
時
間
帯
は
、看
護
師
と
介
護
福
祉
士
が
協

力
し
て
自
主
訓
練
を
積
極
的
に
実
施
し
、時

に
は
自
慢
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
季
節
の
花
や
野
菜

を
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
育
て
、心
も
イ
キ
イ

キ
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
患
者
さ
ん
が
常

に「
暮
ら
し
の
場
」に
戻
る
こ
と
を
意
識
し
、

在
宅
復
帰
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
退
院
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
看
護
部
３
階
病
棟
科
長
　
舘

川
靖
子
）

　
自
宅
退
院
を
め
ざ
す
ケ
ー
ス
に
対
し
て

は
、積
極
的
に
退
院
前
訪
問
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
城
東
区
・
東
成
区
に
お
住
ま
い
の

患
者
さ
ん
を
中
心
に
、ご
自
宅
を
訪
問
し
、日

常
生
活
動
作
の
安
全
性
の
確
認
、主
た
る
介

護
者（
家
族
や
介
護
士
）へ
の
介
助
指
導
、手

す
り
や
福
祉
用
具
の
利
用
の
検
討
、生
活
の

リ
ズ
ム
を
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検
討
を

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
情
報
共
有
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
可
能
な
限
り

行
い
、当
院
の
医
師
・
看
護
師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・

Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
、か
か
り
つ
け
医
・
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
介
護

士
・
福
祉
用
具
会
社
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
あ
る

い
は
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
実
施
し
、情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
時
々
入
院
ほ
ぼ
在
宅
」が
無
理
な
く
安
全

に
実
施
で
き
る
方
法
を
考
え
、ま
た
当
病
棟

が
地
域
の
方
々
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
理

学
療
法
科
科
長
　
永
井
千
尋
）

　
老
々
介
護
も
多
く
、患
者
さ
ん
の
環
境
設

定
だ
け
で
は
な
く
、ご
家
族
の
生
活
状
態
も

踏
ま
え
て
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
設
定
し
、介
助
方
法
・

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ケ
ア
入
院
患
者
の

家
族
介
護
に
対
す
る
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
把
握
し
、サ
ー
ビ
ス
内
容
の
再
検
討
だ
け

で
な
く
、施
設
相
談
を
含
め
て
無
理
の
な
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
検
討
し
提
案
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
高
齢
の
独
居
生
活
の
患
者
さ
ん
へ
の
在
宅

復
帰
に
お
い
て
は
、ウ
ォ
ー
ル
ポ
ケ
ッ
ト
で

の
服
薬
管
理
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
勧

め
る
だ
け
で
な
く
、閉
じ
こ
も
り
予
防
に
向

け
て
知
人
と
の
通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
社

会
参
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、入
院
中

の
グ
ル
ー
プ
リ
ハ
を
通
し
て
友
達
作
り
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
社
会
参
加
を
早
期
か

ら
促
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
に
入
所
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、で
き

る
限
り
ご
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

頂
き
、介
護
負
担
の
軽
減
に
努
め
、ト
イ
レ
動

作
や
食
事
動
作
、入
浴
動
作
の
介
助
方
法
を

お
伝
え
し
、
自
発
的
な
活
動
を
縮
小
し
な
い

よ
う
な
工
夫
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
や
、認

知
症
に
対
す
る
対
応
方
法
を
情
報
共
有
し
、

退
院
後
の
環
境
変
化
に
よ
る
周
辺
症
状
の
悪

化
を
減
ら
す
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
理

学
療
法
科
科
長
　
永
井
千
尋
）

入院から退院までの流れ

入院

退院

ご自宅での状況を
お聞かせ下さい

入院生活が円滑に
過ごせるように
日常生活動作を
確認します

個別・集団リハビリや
院内デイサービス等

スムーズな在宅生活を
過ごして頂くように
引き継ぎをします

日常生活
動作確認

リハビリ
介護指導

退院に
向けての
話し合い

・歯科
・栄養指導
・服薬指導

最大60日まで
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O M I C H I
A C A D E M Y

Hermano Igo Krebs博士との
ディスカッションの様子

開
発
中
の
上
肢
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
、

研
究
活
動
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

日
程
…
2
0
1
9
年
6
月
11
日
〜
13
日

場
所
…
神
戸
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

作
業
療
法
科
主
任

活動報告

神
尾 

昭
宏

第
13
回 

国
際
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
学
会
世
界
会
議

脳
卒
中
後
遺
症
患
者
へ
の
セ
ラ
ピ
ス

ト
介
入
に
お
け
る
研
究
を
発
表

日
程
…
2
0
1
9
年
7
月
27
日
・
28
日

場
所
…
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京

森
之
宮
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
科
科
長

発表報告

高
橋 

幸
治

第
９
回 

日
本
ボ
バ
ー
ス

研
究
会
学
術
大
会

　
今
回
参
加
し
た
第
13
回
国
際
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
世
界
会
議
は
、世
界

中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
者
に
、

基
礎
研
究
、臨
床
経
験
、科
学
技
術
、健
康

政
策
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
理
念

に
つ
い
て
、そ
の
成
果
と
発
展
を
広
く
提

供
す
る
と
い
う
基
本
的
使
命
を
果
た
す
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
各

国
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
、様
々

な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。
私
は
A
T
R
と
の
共
同
研
究

（
N
I
C
T
委
託「
脳
機
能
補
完
に
よ
る
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
機
能
回
復
支
援
技
術

の
研
究
開
発
」）に
お
い
て
開
発
中
の
上
肢

ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
ブ
ー
ス
で
、参
加
者
へ

の
対
応
、実
際
に
装
着
し
て
頂
い
た
使
用

感
の
確
認
等
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
現
在
開
発
中
の
上
肢
ロ

ボ
ッ
ト
は
麻
痺
の
重
症
度
に
合
わ
せ
て
ア

シ
ス
ト
量
を
調
整
し
、過
剰
な
努
力
を
伴

わ
ず
に
最
適
な
上
肢
運
動
が
行
え
る
よ
う

に
な
る
事
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
ロ

ボ
ッ
ト
で
、国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
研
究

者
が
展
示
ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
、デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
ロ
ボ
ッ
ト
分
野
で
世
界
的

に
有
名
な
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

のH
erm
ano Igo K

rebs

博
士
も
展
示

ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
、自
身
が
開
発
さ
れ
た

上
肢
リ
ハ
ビ
リ
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る

M
IT
-M
anus

と
の
比
較
や
、ロ
ボ
ッ
ト

の
使
用
方
法
や
今
後
の
発
展
等
に
つ
い
て

ご
意
見
を
下
さ
り
、当
院
の
宮
井
一
郎
院

長
代
理
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
て
い
た
畠

中
め
ぐ
み
医
師
、藤
本
宏
明
医
師
、共
同

研
究
者
で
あ
る
A
T
R
の
野
田
智
之
氏
と

熱
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
今
回
、参
加
者
の
皆
様
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、エ
ビ
デ
ン
ス
の

構
築
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
信
頼

性
、妥
当
性
の
担
保
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、

日
々
臨
床
に
携
わ
る
我
々
が
率
先
し
て
研

究
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
経
験
や
勘
に
頼
る
の

で
は
な
く
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
作

業
療
法
が
実
践
で
き
る
よ
う
に
日
々
の
臨

床
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
本
学
会
の
テ
ー
マ
は「
国
際
化
に
向
け

て
」で
、特
別
講
師
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ボ
バ
ー
ス
上
級
指
導
者
で
あ
るK

im
 

B
rock

先
生
で
し
た
。
私
は「
脳
卒
中
後

遺
症
者
の
立
ち
上
が
り
動
作
に
お
け
る
動

作
解
析
、筋
電
計
測
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
」と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
指
定
演
題
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
研
究
は
2
0
1
6
年
よ
り
理
化
学

研
究
所
と
東
京
大
学
と
共
同
で
行
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
研
究
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト

が
ど
の
よ
う
な
操
作
を
し
て
い
る
の
か
を

観
察
す
る
た
め
に
、介
入
中
の
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
両
上
肢
の
筋
電
位
を
計
測
し
ま
し

た
。
ま
た
、患
者
さ
ん
の
立
ち
上
が
り
動

作
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
介
入
し
た
時
、介
入

し
た
後
の
筋
電
位
を
観
察
し
、筋
シ
ナ

ジ
ー
を
求
め
る
こ
と
で
介
入
に
よ
る
効
果

が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か

を
解
明
し
ま
し
た
。
結
果
は
、セ
ラ
ピ
ス

ト
の
介
入
が
立
ち
上
が
り
動
作
の
離
殿
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、患
者
さ
ん
の
筋

シ
ナ
ジ
ー
の
活
動
は
遅
延
し
、離
殿
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
遅
れ
に
繋
が
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、別
の
患
者
さ
ん
で
は
筋
シ

ナ
ジ
ー
の
長
期
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、セ
ラ
ピ
ス
ト

の
介
入
に
よ
り
筋
シ
ナ
ジ
ー
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
整
え
、活
性
化
期
間
を
適
切
に
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、ボ
バ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー

チ
の
効
果
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、ボ

バ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ス
ト
以
外
の
介
入
も
計
測

が
必
要
で
は
な
い
か
。
臨
床
で
は
着
座
動

作
も
重
要
で
あ
る
た
め
是
非
着
座
動
作
の

解
析
も
行
な
っ
て
欲
し
い
等
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、K
i
m
先
生
は
、こ
の

研
究
の
よ
う
に
ボ
バ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ス
ト
と

科
学
者
が
共
同
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を

非
常
に
賞
賛
さ
れ
、今
後
も
発
展
さ
せ
て

ほ
し
い
と
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、

介
入
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
相
談
が
あ

れ
ば
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
も
言
っ
て
頂

き
ま
し
た
。 

　
閉
会
式
で
は
優
秀
演
題
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
我
々
の
研

究
成
果
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

優秀演題の表彰を頂いた
高橋科長（左）
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グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

事
務
サ
ー
ビ
ス
部
主
任

発表報告

稲
葉 

泰
峰

第
19
回 

大
阪
介
護
老
人
保
健

施
設
協
会
懇
話
会

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
β
ア
ミ
ロ
イ
ド

P
E
T
/
C
T
検
査
の
手
順
を
発
表

日
程
…
２
０
１
９
年
８
月
23
日
〜
25
日

場
所
…
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

　
P
E
T
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
、P
E
T

関
連
業
務
に
従
事
す
る
医
師
、診
療
放
射

線
技
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、研
究
者
、技

術
者
、事
務
職
お
よ
び
企
業
等
、さ
ま
ざ

ま
な
職
種
の
参
加
者
が
学
習
・
演
題
発
表
・

議
論
を
す
る
場
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、一
般
演
題
発
表
と
学
習
の
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
医
療
放
射
線
に
よ
る
患

者
等
の
被
ば
く
低
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
医
療
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、

2
0
2
0
年
4
月
よ
り
各
医
療
機
関
に
患

者
の
被
ば
く
線
量
の
記
録
と
管
理
、職
員

へ
の
研
修
を
義
務
付
け
る
方
針
と
し
ま
し

た
。
P
E
T
業
務
に
従
事
す
る
看
護
師
に

は
受
診
者
・
付
添
い
者
・
職
員
の
被
ば
く
線

量
の
理
解
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、知
識
を

深
め
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
、P
E
T
の
発
展
・
応
用
に
期
待

さ
れ
る
点
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
診
断
薬（
ア
ミ
ロ
イ
ド
・
タ
ウ
P
E
T

製
剤
）の
保
険
適
用
、
腫
瘍
診
断
薬

N
extF

D
G

新
P
E
T
製
剤（N

a18F
:

骨
転
移
、18F

-F
A
C
B
C
:

前
立
腺
癌 

等
）

の
研
究
開
発
、セ
ラ
ノ
ス
テ
ィ
ク
ス（
診

断
と
治
療
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）に
は

分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
た

め
、68G

a
、89Z

r

標
識
に
よ
る
P
E
T

診
断
や
、211A

t
、215A

c

標
識
に
よ
る

α
線
に
よ
る
内
用
療
法
の
研
究
開
発
と
普

及
、こ
れ
ら
3
点
で
す
。

　
森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、物
忘
れ
症

状
を
自
覚
し
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
発
症
を
心
配
す
る
方
々
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、2
0
1
8
年
6
月
に
ア
ミ
ロ

イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
剤
を
用
い
た
脳

P
E
T
撮
像
施
設
認
証
の
承
認
を
取
得

し
、β
ア
ミ
ロ
イ
ド
P
E
T
/
C
T
検
査

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
9
月

か
ら
2
0
1
9
年
8
月
ま
で
に
計
6
名
の

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
自
費
自
由

診
療
の
た
め
、検
査
費
用
は
高
額
で
す
。

今
後
の
保
険
適
用
の
動
向
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、連
日
行
う
検
査
で
は
な
い
た
め
、

予
約
や
検
査
の
実
施
に
統
一
し
た
手
順
を

用
い
て
安
全
か
つ
確
実
な
検
査
を
行
う
必

要
が
あ
り
、手
順
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
け
る

β
ア
ミ
ロ
イ
ド
P
E
T
/
C
T
検
査
の
手

順
」と
い
う
演
題
に
ま
と
め
、発
表
し
ま

し
た
。
質
疑
応
答
で
は
同
様
の
検
査
を
導

入
し
て
い
る
施
設
か
ら
の
質
問
を
頂
き
、

発
表
後
も
意
見
を
交
わ
し
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
得
た
学
び
を
よ
り
充
実
し
た
看
護

ケ
ア
に
生
か
し
、受
診
者
の
満
足
度
を
高

め
、質
の
高
い
検
査
結
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

核
医
学
検
査
に
お
い
て
被
ば
く
し
な
が
ら

も
看
護
を
す
る
の
は
、「
P
E
T
/
C
T

で
正
確
な
診
断
を
得
る
と
い
う
患
者
の
利

益
を
守
る
た
め
」と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、

業
務
を
遂
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
懇
話
会
で
は
、「
在
宅
支
援
・
在

宅
復
帰
の
取
り
組
み
」と
題
し
て
、グ
リ
ー

ン
ラ
イ
フ
を
含
め
た
老
健
４
施
設
が
参
加

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、老
健
に
お
け
る
算
定
は
在
宅
復

帰
機
能
を
段
階
分
け
で
評
価
し
て
お
り
、

加
算
の
多
い
順
に「
超
強
化
型
」、「
強
化

型
」、「
加
算
型
」、「
基
本
型
」、「
そ
の
他
型
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
施
設
は
８
月
よ
り

「
強
化
型
」に
移
行
し
ま
し
た
。
各
算
定
段

階
に
至
る
に
は
、条
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
、当
施
設
全
体
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、

条
件
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、大
切
な
の
は
そ
の
段
階
を
維
持

し
つ
つ
、次
の
ス
テ
ッ
プ
を
め
ざ
す
こ
と

で
す
。
そ
の
為
に
、超
強
化
型
で
あ
る
他

の
３
老
健
の
取
り
組
み
が
、大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず「
在
宅
復
帰
」に
対
し

て
、他
３
老
健
は
各
職
種
が
主
体
的
な
姿

勢
で
あ
り
、や
る
べ
き
課
題
を
各
自
が
把

握
し
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
施
設
ご
と
に
、立
地
条
件

や
職
種
の
人
員
配
置
等
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
に
恵
ま
れ
て
い
る

か
ら
、超
強
化
型
で
は
な
い
の
で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
４
老
健
の
評
価
項

目
を
比
較
す
る
場
面
が
あ
り
、当
施
設
が

秀
で
て
い
る
点
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
施
設
の
利
点
を
生
か
し
、足
ら
な
い
点

を
ど
の
よ
う
に
補
足
す
る
か
、そ
の
細
部

へ
の
こ
だ
わ
り
に
差
が
あ
る
の
で
す
。「
在

宅
復
帰
」は
た
だ
帰
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

良
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

利
用
者
の
生
活
動
作
の
向
上
、ご
家
族
の

心
身
の
負
担
軽
減
等
、サ
ポ
ー
ト
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
各
職
種
の
連
携
あ
っ
て

こ
そ
の「
在
宅
復
帰
支
援
」で
す
。
め
ざ
す

べ
き
３
老
健
の
活
動
を
、で
き
な
い
と
決

め
つ
け
ず
、ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
と

視
点
を
変
え
て
、追
い
求
め
る
姿
勢
で
今

後
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

他の老健の演題を聞き、刺激を受け
ました

「
超
強
化
型
」を
め
ざ
し
、追
い
求
め

る
姿
勢
で
、今
後
に
臨
み
た
い

日
程
…
2
0
1
9
年
７
月
５
日

場
所
…
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル 
ス
テ
ラ
ホ
ー
ル

森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク

診
療
技
術
部

発表報告

伊
藤 

恵
子

P
E
T
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
9 

in
福
島

5 Live30 Vol. 233 ｜ 2019年秋号



森
之
宮
病
院
が
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

「
金
の
ベ
ン
リ
堂
」に
実
験
協
力
を

行
い
ま
し
た

脳
卒
中
教
室
を
月
に

2
回
開
催
し
て
い
ま
す

入
職
医
師
・
歯
科
医
師
の
ご
紹
介

法人全体

　
6
月
に
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
の

歯
科
診
療
部
に
杉
本
有
加
医
師
、7

月
に
は
森
之
宮
病
院
の
泌
尿
器
科

に
高
田
聡
医
師
が
入
職
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
て
参
り
ま
す
。
受
診
を
ご
希

望
の
際
は
、森
之
宮
病
院
ま
た
は

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　
7
月
17
日
、N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

「
金
の
ベ
ン
リ
堂
」に『
認
知
症
予
防
』

の
テ
ー
マ
で
森
之
宮
病
院
の
宮
井

一
郎
院
長
代
理
が
実
験
協
力
を
行

い
ま
し
た
。「
金
の
ベ
ン
リ
堂
」は

「
健
康
」、「
食
」、「
生
活
」に
ま
つ
わ

る
研
究
の
中
か
ら
、見
て
い
る
人
が

思
わ
ず
試
し
た
く
な
る
よ
う
な
情

報
を
提
供
す
る
番
組
で
す
。

　
今
回
の
番
組
で
は
、１
日
20
分
の

早
歩
き
が
認
知
症
予
防
に
な
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
早
歩
き
す

る
こ
と
で
、脳
へ
酸
素
や
栄
養
を
運

ぶ
血
流
が
増
し
、脳
内
に
B
D
N
F

（
脳
由
来
神
経
栄
養
因
子
）が
増
え

る
こ
と
で
、脳
の
中
で
記
憶
を
つ

か
さ
ど
る「
海
馬
」が
大
き
く
な

り
、脳
に
と
て
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
番
組
の
中
で
は
、森
之
宮
病
院

に
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
と

N
I
R
S（
様
々
な
場
面
に
お
け

る
脳
の
活
動
を
微
弱
な
近
赤
外
線

を
用
い
て
可
視
化
す
る
装
置
）を

使
い
、早
歩
き
中
の
脳
血
流
測
定

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、早
歩

き
を
す
る
こ
と
で
障
害
物
を
よ
け

よ
う
と
注
意
を
払
い
、
認
知
機
能

を
つ
か
さ
ど
る
部
分
の
血
流
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し

た
。

森之宮病院

　
脳
卒
中
教
室
は
、入
院
中
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
対
象

と
し
て「
脳
卒
中
の
再
発
予
防
の
た
め
の
生
活
」や「
退
院
後

の
過
ご
し
方
」等
に
つ
い
て
、医
師
や
歯
科
医
師
、歯
科
衛
生

士
、看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、理
学
療
法
士
、作
業

療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ

た
多
職
種
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
月
に
2
回
、
10
名
か
ら
15

名
程
度
が
参
加
さ
れ
、す
で
に
開
催
は
50
回
を
超
え
て
、約

4
0
0
名
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
脳
卒
中
は
再
発
し
や
す
い
病
気
で
す
が
、再
発
予
防
に
は

生
活
習
慣
の
見
直
し
や
正
し
い
服
薬
習
慣
が
大
切
で
す
。
ま

た
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
生
活
の
工
夫
が「
や
り
た

い
を
叶
え
る
」こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
そ
の

助
け
に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
看
護
部
5
階
東
病
棟
科
長
　
中
島
ゆ
か
り
）

NIRSを頭に装着し、実際に測定している
場面が放送されました

脳卒中教室の様子

脳卒中教室に参加された方に
お渡ししている参加者カード

ボバース記念病院
歯科診療部
杉本有加 医師

森之宮病院
泌尿器科
高田聡 医師

森之宮病院
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第5回脳性麻痺治療セミナーを開催しました

　私達は、ボバース記念病院で20年以上続けてきた
「医師のための脳性麻痺講習会」を発展させ、2014年
から森之宮病院で医師とセラピストの連携を深め
るための脳性麻痺治療セミナーを行ってきました。
昨年は病院移転のために小規模のセミナーのみと
なりましたが、今年は新たなボバース記念病院のお
披露目も兼ねて2日間のプログラムで再出発しまし
た。
　参加者は25名と以前に比べて少なめでしたが、北
海道から鹿児島まで全国から来られ、熱い討論が交
わされました。今年は新たな試みとして、一般の方
を対象にした脳性まひ講演会にも参加して頂き、患
者さん・ご家族とのつながり方についてともに学び
ました。講師として神戸学院大学から加藤雅子先
生を招き、QOLの大切さについて講演して頂きま
した。小児部門移転後初のセミナーでまだ発展途

法人全体

熱心に聴講されている参加者の皆様

上ではあるものの、延べ31人ものスタッフが協力し、
滞りなく運営できました。セミナーを通じて脳性
麻痺診療の発展・普及にご協力頂いた患者さん・ご
家族にあつくお礼申し上げます。
（ボバース記念病院院長　荒井洋）

　京谷理事長は、平成7年に徳島大学医学部医学科ご卒業後、大阪大学医学
部整形外科教室に入局。姫路赤十字病院、NTT西日本大阪病院等での勤務を
経て、平成24年9月に医療法人 京進会 整形外科きょうたにクリニックを開院
されました。診察のモットーは、「できるだけ説明し、納得して頂くこと」です。
開業当初は投薬・リハビリテーションを中心に診察を行っておられましたが、
5年前より運動器リハビリテーション・エコーガイド下で行うfasciaハイドロ
リリース（旧筋膜リリース）にも力を入れておられます。新たな治療を取り
入れたことで以前よりもさらに患者さんとの信頼関係も深まったと実感さ
れています。
　「患者さんのニーズに対応するため、他院の医師と情報を共有して常に時
代を先取りした医療を行えるように努力し続けています。院内のスタッフ
にも常に高いレベルを求めており、学会や勉強会に積極的に行くよう指導し
ています。」熱心な治療が評価され、治療を受けた患者さんのご家族が和泉市
や堺市等の遠方から受診してくれたこともあるそうです。勉強熱心な京谷
理事長の趣味はスポーツ観戦で、お休みの日はお子さんとJリーグの試合を
見に行かれリフレッシュされています。
　最後に森之宮病院へ一言。「入院・検査が必要な患者さんへの迅速な対応
に今後も期待しています。」
（森之宮病院診療部地域医療連携室　戸田梨香子）

医療法人 京進会
整形外科きょうたに
クリニック

京谷 正人
〒536-0013
大阪市城東区鴫野東3-4-18 1階
06-6967-3000
整形外科、リハビリテーション科、
リウマチ科

医師

紹介 31登録医森之宮病院
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〒536-0023 大阪市城東区東中浜1-5-1
TEL.06（6962）9621 
FAX. 06（6963）2233

●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

Live30【ライブ・サーティー】

　8月20日に、ボバース記念病院3階渡り廊下のホスピタルアートの完成
式が行われました。完成式では荒井院長が仕上げの作業を行い、約8カ月の
期間を要したプロジェクトは完成しました。
　手術室につながる廊下が、薄暗く怖い感じがするとのご意見を頂き、ボ
ランティアの方を中心に、小児整形外科の奥野先生や田中看護部長をはじ
め、多くの職員が業務後や休日にプロジェクトに参加しました。また、当院
入院中のお子さん達も参加して下さいました。西面は海、東面は森の絵が
描かれ、渡り廊下は明るく楽しい雰囲気となりました。ボバース記念病院
に来られた際はホスピタルアートを一度見学に来て下さい。
（ボバース記念病院事務部フロントサービス課主任　坂本朋浩）

　福田康巳様（大阪市城東区）よりご寄
付・ご寄贈を頂きました。ありがとうご
ざいます。有意義に活用させて頂きま
す。

　4月から社会人となり、広報という業務に携わる中で様々
な文章に触れる機会が増えました。学生の頃は秋といえば「食
欲の秋」を楽しみにしていましたが、少しでも多くの文章の書
き方に慣れる為、今年は「読書の秋」にしたいと思います。
（本部管理部人事課　中西日菜子）

ボバース記念病院のホスピタルアートが完成しました

　森之宮病院循環器内科は、動脈硬化性疾患に対する診療を中心に行って
きましたが、8月より下肢静脈瘤に対する診療も開始しました。下肢静脈瘤
は、静脈の老化現象の一つと言われ、立ち仕事の多い人や妊娠・出産後など
が原因の一つとして考えられています。主な症状は、「皮膚表面の静脈の怒
張」、「こむらかえり」、「だるさ」、「むくみ」、「潰瘍や皮膚炎」があげられます。
　静脈弁（静脈の血管壁にある弁）は、立っている時に血液が足の方に戻って
しまうのを防いでいます。この弁が壊れると、血液が逆流してその下にある
静脈に血液が溜まり、徐々に静脈の壁がひき延ばされ、太くなった静脈がヘ
ビのようにグネグネと曲がりくねった状態を「下肢静脈瘤 」といいます。
　下肢静脈瘤の手術には、血管をしばる「高位結紮術」と、血管を引き抜く「ストリッピング手術」もありま
すが、 当院では、カテーテルによるレーザー治療を第一選択としています。是非この機会に足の変化が気
になる方は森之宮病院循環器内科へご相談下さい。
（森之宮病院 診療部循環器内科部長　川﨑大三）

森之宮病院で下肢静脈瘤治療が始まりました

ご寄付・ご寄贈を頂きました 編集後記

西面には海の生き物、東面には
キリンやウサギ等のかわいい動
物達がたくさん描かれています

川﨑医師率いるチーム医療で
診断・治療を行っています

社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンターおおみち
☎06（6964）5285

レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会医療法人大道会

■社会福祉法人山水学園
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